
　今回の計画策定時に行った住民アンケートでは、「支
援が必要になったとき、近所の人にしてほしい手助け
は？」という質問に、「声掛け・見守り」と答えた人が7割に
上った。これまでも社協では、近隣同士のつながりづく
りや見守りのために、ボランティアや老人クラブと共に、
集落ごとのミニ
デイ・サロンの普
及や一人暮らし
高齢者等への給
食サービスの実
施に力を入れて
きた。
　しかし最近で
は、見守りニーズが増加する一方で、足腰が弱ってサロ
ンに参加できない人が増えるとともに、給食サービスも
ボランティアが減少しており、住民から新たな見守りの
仕組みづくりを求める声が挙げられている。
　今後、社協では計画の重点事業として、地域包括支援
センターとの連携により各集落の区長や民生委員・児
童委員、老人クラブ、ボランティア等と協議を重ね、モデ
ル地区を指定したり、さまざまな見守りの方法を示した
りしながら、全集落で実情に応じた見守り活動の実施を
進めていく予定だ。計画策定をきっかけとして、支え合
いの地域づくりが一層推進することが期待される。

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

活動を
もっと詳しく
知りたい方は

神河町社会福祉協議会
TEL 0790-32-2303
神河町社協 検索
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住民の生活ニーズに応える 全集落での見守り活動を目指して

　神河町では、交通事情に対する住民の不安や、高齢者の単身化による孤立感への対応が大きな課題になっている。このた
び「第2次地域福祉推進計画」を策定した町社協では、これらを「みんなの問題」として、新たな支え合いの仕組みづくりを進め
ようと、「全ての人が孤立しないまちづくり」や「お互いさまと言い合える地域づくり」を主な柱に掲げて活動を進めている。

　月１回、町の中心部のスーパーには、たくさんの買
い物袋を提げた高齢者らの姿がある。社協の「お買
い物送迎サービス」の日だ。住民の主な交通手段は
自家用車や町が運行する巡回バスだが、車椅子を使
う方が通院したいときや、一人暮らしの高齢者がたく
さんの買い物をしたいときは、これらの手段では外
出が難しい。このため社協では、住民からの要望を受
け、高齢者等を対象に、病院や店舗への送迎事業を
“ドア・ツー・ドア”のスタイルで行っている。さらに、高
齢化や単身化を背景に、外出支援に限らず、「ゴミ出
しや買い物等を手伝ってほしい」というニーズも高
まっている。
　これらのニーズを受けて、今後は地域の助け合い
に関心の高い定年後の男性等を新たな担い手として
育成を図るとともに、近隣同士のちょっとした手伝い

や見守りをどう
広げるかについ
て、住民との話
し合いを進めつ
つ、「お互いさ
ま」で助け合う
地域づくりを目
指している。

“お互いさま”で
支え合う地域づくりを目指して

　「住民アンケートでは、住民同士で
できることを模索している人がたくさ
んいることが分かった。住民と社協が
それぞれの強みを生かして、みんな
で地域の課題を乗り越えたい」と語
る社協職員。住民と共に生活課題へ
立ち向かおうという強い使命感を感
じました。

　私たちの住む神河町は、25年先には人口が今の7割以下に減少し、高
齢化率は40％を超え、町そのものが消滅してしまう可能性があるともみ
られています。
　今大切なことは、私たちが置かれている現状をしっかり認識し、支え
合いや助け合いの精神を育みながら、一人一人が幸せを実感できる地
域社会を目指していくことではないでしょうか。
　私たちが持っているやさしい心、そして思いやりの心を一つ一つ織り重ね合いながら、生き
がいに満ちた魅力あふれる地域となっていくことを願っています。

取 材 を 終 え て 会 長 か ら 神河町社会福祉協議会　会長　中野 正義

ある集落でのミニデイ。ほぼ全集落
でミニデイが開催されている

「お買い物送迎サービス」を利用する
住民。現在、3つの集落でモデル実施中

小地域に根付いた地域の拠点づくりの取り組みをシリーズで紹介します。

広げよう！ 地域の安心拠点

地域の概況地域の概況地域の概況

～宝塚市長尾地区の取り組み～

今回取材した拠点のご紹介

長尾ふれあいひろば　宝塚市山本南2-10-2　TEL 0797-20-0791（火、木曜日13:00～16:00）

住民と専門職の
協議・協働を促進

　長尾地区
では、これま
でも高齢者
や親子向け

の防災教室を開催するなど災害時の備えを呼び
掛けてきたが、同ひろばで防災・減災について学
習・協議を進める中で、地区全体をカバーする計
画が必要と考え、新たに「地区防災計画」の策定
を予定している。
　策定に向けて、地区全体の防災教室と防災セ
ミナーによる体験的学習・啓発のほか、住民と共
に災害時に活用できる資源の調査も行い、なじ
みの関係を大切にしながら住民と専門職による
防災活動の強化を図っていくこととしている。
　安心地区推進協議会の座長・副座長は、「防災
活動は“まちづくり”につながる大切な取り組み」
と力を込めて話してくれた。

　これらの取り組みの他にも、
住民の参加と交流の機会とし
て「地域つながるコンサート」を
企画するなど、同地区の活動
はさらに広がりをみせており、
拠点から生み出される新たな
活動にも期待が寄せられる。

　市東部に位置し、日本三大植木産地
の一つとして歴史的に有名な山本地
域を含む。高齢者数は増えているもの

の、平成7年頃から多くの田畑がマンションや宅地に変わり、子育
て世帯が大幅に増加した。児童数約1,200人の小学校もある。
　各小学校区では、従来から誰もが参加できるふれあいサロン
や食事会、親子ひろば、見守りなどの住民の支え合い活動が盛
んで、拠点整備を契機として、住民と専門職の連携・協働による
新たな取り組みへの機運が高まっている。

　「世代を超
えたつながり
が必要」「災害
時も支援を要

する人のサポートを考えたい」「自治会未加入
者にも情報を届けたい」。
　長尾地区のまちづくり協議会と民生委員児
童委員協議会、自治会連合会では、多年にわた
る高齢者・障害者・子育て世帯との関わりと、阪
神・淡路大震災や水害の被災体験をもとに、上
記のような地区の課題について熱心に話し合
いを重ね、協力しながら解決に向けて取り組ん
できた。各組織の代表者は、「活動者・物品・資
金・情報がつながることで地区全体が良くなる
ことを実感した」と口をそろえる。
　平成24年2月には、県事業の受託をきっかけ
に、地区全体のことを考える組織として新たに
長尾安心地区推進協議会を設立。住民の
声をもとに地区内3拠点の備品整備とバ
リアフリー改修を行った。このうち「長尾
ふれあいひろば」では、構成員の地域組織
と市社協、福祉施設、地域包括支援セン
ター等が定期的に会議を開催。住民と専
門職の連携・協働の基盤が整えられた。

人口：42,051人 　高齢化率：17.7%
世帯数：16,705世帯　
学校：中学校2校、小学校3校

（平成27年3月31日現在）

防災活動を通して
みんなで進めるまちづくり

つながりを大切にした
防災計画づくり

基礎データ

子どもの防災意識を高める～浸水を防ぐ土のう作り～
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